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大
正
神
社
は
令
和
四
年
に
御
鎮
座
百
周
年
を
迎
え
ま
す 

大
正
神
社
の
境
内
に
あ
る
昭
和
二
年
に
建
設
さ
れ
た
開
拓
記
念
碑
に
は
「
明
治
三
〇
年
春
、
香
川
・
富
山
・
石
川
・
福
井
の
各
県
の
個
人
又
は
団
体
に
移

住
者
前
後
相
踵
（
あ
い
つ
い
）
て
入
地
す
。
こ
れ
を
本
村
開
殖
（
か
い
し
ょ
く
）
の
嚆
矢
（
こ
う
し
）
と
な
す
。」
と
開
拓
の
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

大
正
神
社
は
、
大
正
四
年
に
幸
震
・
売
買
・
上
帯
広
を
合
併
し
て
大
正
村
が
出
来
、
役
場
が
幸
震
市
街
地
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
地
域
を
守
護
す

る
神
社
と
し
て
大
正
十
一
年
八
月
二
十
五
日
に
字
札
内
東
一
線
百
番
地
に
天
照
大
神
を
奉
斎
し
て
幸
震
神
社
と
し
て
御
鎮
座
さ
れ
、
昭
和
五
年
に
村
社
列

格
を
以
て
大
正
村
の
鎮
護
を
願
い
て
大
正
神
社
と
改
称
す
る
。 

昭
和
四
年
に
広
尾
線
の
鉄
道
開
通
に
よ
り
参
拝
の
妨
げ
と
な
り
昭
和
九
年
に
現
在
の
場
所
に
移
転
し
、
昭
和
十
八
年
に
中
札
内
村
元
更
別
に
あ
っ
た
建
物

を
移
築
し
て
社
務
所
と
し
て
昭
和
五
十
二
年
に
は
、
宮
司
宿
舎
を
建
設
す
る
。 

戦
後
、
大
正
村
は
、
帯
広
市
の
一
部
と
中
札
内
村
と
更
別
村
に
分
村
し
、
大
正
神
社
は
宮
司
を
在
住
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
愛
國
神
社
・
中
札
内
神
社
・

大
國
神
社
・
上
更
別
神
社
を
兼
務
社
と
し
て
各
社
の
護
持
運
営
に
協
力
し
、
大
正
宮
神
楽
や
中
札
内
村
の
無
形
文
化
財
の
石
見
神
楽
の
保
存
に
寄
与
し
て

参
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
時
代
は
大
正
、
昭
和
、
平
成
・
令
和
と
変
遷
し
、
大
正
宮
神
楽
の
活
動
や
昨
今
の
改
元
や
愛
の
国
か
ら
幸
福
へ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
よ
り

全
国
か
ら
御
朱
印
を
受
け
る
参
拝
者
の
増
加
に
加
え
、
兼
務
社
・
事
業
者
・
神
楽
の
打
ち
合
わ
せ
の
対
応
に
支
障
が
生
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
令
和
四
年
に
大
正
神
社
御
鎮
座
百
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
今
ま
で
の
百
年
の
歴
史
を
纏
め
た
記
念
社
史
の
発
刊
や
今
後
の
大
正
地
区
を
始

め
兼
務
社
の
地
域
の
神
功
に
ふ
さ
わ
し
い
事
務
所
兼
宮
司
住
宅
の
新
築
と
社
務
所
の
改
修
や
奉
祝
祭
の
記
念
事
業
を
遂
行
す
べ
く
協
賛
会
を
立
ち
上
げ
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
賛
を
賜
り
た
く
伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 


